偽嚢胞モデルの作成 by 林, 俊子
 
 
氏     名   林 俊子 
学 位 の 種 類   博士（医学） 
学 位 記 番 号   第 5540 号 
学位授与年月日   平成 22 年 6 月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 2項 
学 位 論 文 名   Experimental pseudocyst model resembling human ganglion 
          （偽嚢胞モデルの作成） 
論文審査委員   主 査 教 授 石井 正光     副 査 教 授 中村 博亮   
          副 査 教 授 新宅 治夫  
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】ガングリオンや指粘液嚢腫のような上皮を欠くいわゆる偽嚢胞に対して、OK-432 やステロ
イドなどの注入治療が行われているが、その治癒過程を実際に組織学的にとらえることは困難である。
このような治癒過程の研究のために、われわれは偽嚢胞モデルを考案した。 
【方法】animal model として、8週齢雄 Wistar rat の背部皮下にガラス円柱を埋入し、12 週後、ガ
ラス円柱をとり出し、墨汁を混入したヒアルロン酸（商品名：アルツ、科研製薬）を注入した。注入
後 1、2、3、4、8週の H-E 染色標本にて組織学的変化を検討した。 また、偽嚢胞の治療薬剤として
OK-432 をこのモデルに注入し、同様に組織学的変化を検討した。 
【結果】ヒアルロン酸を注入したものでは、約 3週間内腔の保持された嚢胞を認めた。強拡大にて嚢
胞壁は上皮を欠き、細胞成分は少ないが線維芽細胞を認め、密なコラーゲン線維から構築されていた。
生理食塩水を注入した場合では、注入 1週後すでに内腔は虚脱していた。また、ヒアルロン酸ととも
に OK-432 を注入し組織学的変化をみることによりその治癒過程を検証したところ、注入 1週後には
炎症反応がみられ、2週後には腔の消失が観察された。偽嚢胞壁には強い炎症作用をもたらしていた
が、周囲への影響は弱かった。 
【結論】我々の作成した偽嚢胞モデルでは、3週間は内腔の保持が可能であった。したがって、その
間、偽嚢胞疾患モデルとして利用できる。ガングリオンの主内容成分であるヒアルロン酸を用いてい
るためガングリオンモデルともいえる。偽嚢胞モデルの発展性としては、偽嚢胞疾患治療における治
癒過程の研究、薬剤別効果の比較検討、薬剤注入量の比較検討、注入薬剤の安全性の検討などがあげ
られる。実際に、OK-432 を用いて治癒過程を検証したところ、偽嚢胞疾患に対し有効な薬剤の一つ
と考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
手関節などによくみられるガングリオンや指・口腔内にみられる粘液嚢腫は良性の腫瘤であり、い
わゆる偽嚢胞である。その治療には外科的摘出手術のほかに OK-432 やステロイドなどの注入治療が
行われ、一定の効果が認められている。しかし、その治癒過程を実際に組織学的にとらえることは困
難である。本論文では、このような偽嚢胞治癒過程の研究のために、偽嚢胞モデルを作成・検討して
いる。 
方法は、animal model として、8 週齢雄 Wistar rat の背部皮下にガラス円柱を埋入し、12 週後、
ガラス円柱をとり出し、墨汁を混入したヒアルロン酸（商品名：アルツ、科研製薬）を注入する。注
入後 1、2、3、4、8週の H-E 染色標本にて組織学的変化を検討している。 また、偽嚢胞の治療薬剤
として OK-432 をこのモデルに注入し、同様に組織学的変化を検討している。 
結果は、ヒアルロン酸を注入したものでは、約 3週間内腔の保持された嚢胞を認めた。強拡大にて
嚢胞壁は上皮を欠き、細胞成分は少ないが線維芽細胞を認め、密なコラーゲン線維から構築されてい
た。生理食塩水を注入した場合では、注入 1週後、すでに内腔は虚脱していた。また、ヒアルロン酸
とともに OK-432 を注入し組織学的変化をみることによりその治癒過程を検証したところ、注入 1週
後には炎症反応がみられ、2週後には腔の消失が観察された。偽嚢胞壁には強い炎症反応が観察され
たが、周囲への影響は弱かった。 
結論として、この偽嚢胞モデルでは、3週間は内腔の保持が可能であった。ガングリオンの主内容
成分であるヒアルロン酸が貯留しているため、ガングリオンモデルとしても有用と考えられた。偽嚢
胞モデルの発展性としては、偽嚢胞性疾患治療における治癒過程の研究、薬剤別効果の比較検討、薬
剤注入量の比較検討、注入薬剤の安全性の検討などがあげられる。実際に、OK-432 を用いて治癒過
程を検証したところ、偽嚢胞性疾患に対し有効な薬剤の一つと判明した。 
 
以上のように、本研究は動物を用いた偽嚢胞モデルを作成することにより、今後の偽嚢胞性疾患の
治療に対する検討など、臨床研究に大きく寄与するものと考えられた。従って、本研究は博士（医学）
の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
